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８月は「差別をなくす運動月間」です。 

 １９６５(昭和４０)年８月、「同和問題は人間の自由と平等に関する問題であり、日本国憲法に

よって保障された基本的人権に関わる問題である」、「早急な解決こそ国の責務であり、同時に国

民的課題である」とうたった同和対策審議会答申が出されました。これを機に、大分県では答申

が出された８月を『差別をなくす運動月間』と定めています。 

 

『差別をなくす市民の集い』 

●と き  令和２年 ８月２５日（火）１３：３０～１５：３０ 

●ところ  別府市公会堂 大ホール 

   ●演 題   「 現在、徳田弁護士に確認中：未 定 」 

●講 師  弁護士法人徳田法律事務所 弁護士 徳田 靖之 さん 

 ※新型コロナウイルス感染症予防対策のため参加者制限を行い、参加希望者は、公募により 

  抽選いたします。（後日、ホームページ等に公募方法を掲載） 

 また、講演等の模様は後日、ケーブルテレビにて放映いたします。 

 



６月２２日は「らい予防法による被害者の 

名誉回復及び追悼の日」です。 
  ２００９（平成２１）年に「ハンセン病療養所入所者等に対する補償金の支給等に関する法

律」の施行日にちなんで制定されました。厚生労働省が、らい予防法による被害者の追悼、慰霊

と名誉回復の行事を行っています。 

 
 
 
 
 

～７月・８月の行事予定～ 
 

                                    
 
 
                

★ 市民人権講座 ★ 
7 月２９日（水）１０：００～１２：００ 

    「共生社会実現に向けて」 

   ～障害者差別解消法・ともに生きる条例と 

    障がい者虐待について～ 

（障がい者の人権問題）  

講師 社会福祉法人 

 農協共済別府リハビリテーションセンター 

 障害者生活支援センター 

 主任相談支援専門員  青山 昌憲さん 

 

★ 人権ミニ講座 ★ 
7 月１６日（木）１０：００～１１：３０ 

    「障がいはあっても仕事に障がいはない」 

    ～ソニー・太陽の取り組み～ 

（障がい者の人権問題）  

講師  ソニー・太陽株式会社ダイバース 

ビジネス部統括部長  

           瀬口 晋二郎さん 

 

  

「ハンセン病と人権」について 

ハンセン病とは、「らい菌」と呼ばれる細菌による感染症です。初期症状は、知覚麻痺(まひ)や皮膚の発

疹です。治療薬がない時代には、皮膚や手足の変形を起こしたり失明するなど、治っても重い後遺症を残すこと

がありました。 

ハンセン病は、病気が進むと容姿が変形することから、差別の対象となりやすかったと考えられます。また、か

つては遺伝病であると誤解されたこと、「不治の病」と考えられ恐れられたことも、偏見・差別の要因でした。 

さらに偏見・差別を強めたのが隔離政策です。ハンセン病患者を一般社会から隔離する政策をとり続けたこと

が、「ハンセン病は怖い病気である」という意識を定着させてしまったのです。 

■ハンセン病、これだけは知っておきましょう。 
①遺伝病ではありません 

    ハンセン病は決して遺伝しません。かつては、遺伝病と誤解されていたこともありましたが、そのことが 

本人だけでなく家族までもが差別される一因となっていました。 

②弱い発病力。ほとんどない感染源。 

    ハンセン病の原因となる「らい菌」は非常に病原性の弱い細菌です。感染し発病することはまれですし、 

日本では感染源はほとんどありません。もちろん完治した人からは感染しません。 

③治ります。早期治療で後遺症も残りません。 

     ハンセン病は、優れた薬が開発されたことにより、現在では確実に治療することができる病気となってい 

ます。早期治療により後遺症を残すことなく完治できます。 

 

 

 

 

 

 

～財団法人 人権教育啓発推進センター（人権ポケットブック）より抜粋～ 

アルマウェル・ハンセンとらい菌 
 １８７３（明治６）年、ノルウェーの医師、アルマウェル・ハンセンが「らい菌」を発見し

ました。この発見は、ハンセン病の原因が遺伝などではなく、細菌によるものであることを特

定する上で重要な意味を持っていました。ハンセン病の名称は、らい菌の発見者であるハンセ

ンが由来です。 


